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研究成果の概要（和文）：双生児研究は従来の疫学研究では困難であった遺伝の影響を考慮して環境の影響を検
討することを可能とする。また表現型への遺伝と環境の相対的な寄与率を計算することにより、遺伝または環境
の影響の大きさを明らかにすることができる。本研究では日本で高齢者を含む成人双生児を対象として、身体や
精神の健康に関する調査を実施し、さらに、そのデータを北欧フィンランドの研究者を中心とした世界的な双生
児研究から得られたデータと合わせて検討することにより、成長、加齢とともに変化する遺伝と環境の影響につ
いて検討した。

研究成果の概要（英文）：Twin research is an ideal approach to understand the genetic and 
environmental influence on human phenotypes including health. Particularly, it enables estimation of
 heritability to understand the relative proportion of genetic and environmental influences. The 
current study investigated Japanese adult twins on physical and psychological health, and then 
compared it with twins from Finland and other countries. It showed how genetic and environmental 
influences varied as age changes.  

研究分野：公衆衛生
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１．研究開始当初の背景 
 
 日本は急速な高齢化により、世界初の超高
齢社会となったが、GDP に占める一人当た
り医療費の割合は OECD 平均の水準で推移
しながらも、最長寿国の一つとしての地位を
確固たるものとするなど、「健康長寿社会」
としても世界をリードしてきた。 
 特に、先進国、途上国に関わらず、世界中
で高齢化が深刻化するなかその中で日本が
「健康長寿先進国」として果たすべき役割は
大きく、またこのことは新しい国際貢献でも
あり、その強固な研究基盤構築が急務である。
加えて日本と諸外国の比較研究を通じ、「健
康長寿社会」への鍵解明に貢献することも期
待された。 
 健康長寿社会構築には疾病発症メカニズ
ムの理解、予防的取り組みが不可欠である
( 図 1)。疾病の発症には遺伝因子と環境因子
の両者が関与しているが（図 2）、特に生活習
慣病などは多くの疾患感受性遺伝子と生活
環境因子の関与が考えられている。また、遺
伝因子と環境因子は疾病発症だけではなく、
健康度や老化、感性・情動や認知・行動にも
影響している。 
すべての表現型は、併発する疾病や生活環境、
老化を含む複合的な原因で生じることから、
遺伝因子と環境因子の両者ともを研究する
ことが病気の予防に繋がることが期待され
ている。 

図 1. 健康長寿社会構築に向けて 
 

 
図 2. 遺伝因子と環境因子の寄与率 
 

 
 
 双生児研究法は遺伝／環境因子の相対的
な重要度、寄与率を推計することが出来るゴ
ールドスタンダードである。研究代表者が所
属する大阪大学ツインリサーチセンターは
世界クラスかつ本邦唯一の高齢者を多く含
む双生児レジストリを有し、日本における双
生児研究の基盤を構築してきた。既存調査を
ベースラインとした縦断的な調査、さらに特
定の健康状態に特化した詳細な追加調査の
実施により、環境因子の影響を縦断的に研究
することでき、このことは予防的取り組みに
よる健康長寿社会構築の鍵を解明する上で
重要である。 
 
 
２．研究の目的 
 
 本研究は、日本と世界がより健康で長生き
できる社会となるためのエビデンスを高齢
双生児研究の国際比較を通じて構築するこ
とを目指す。日本の社会にとってはもちろん
のこと、諸外国においても予防医学、介護予
防に資する知見を提供することを目的とし、
この分野の研究発展のために日本の双生児
研究基盤を世界水準かつ強固なものとする
ことを目指す。 
 
 
３．研究の方法 
 
〔研究対象者〕 
 成人男女で、下記の両条件に該当する者を
対象とする。 
1. 本研究の説明を受け、自らの意思で参加
に同意していること 
2. 大阪大学の高齢双生児調査にかねてより
協力を得ている日本国内在住の一卵性双生
児約 500 組(1000 人)、比較対照として高齢
二卵性双生児約 200 組(400 人) 
〔調査方法〕 
 研究対象者に郵送で調査票を送付し、同封
されている返信用封筒にて返送してもらう 。 
〔調査内容〕 
 研究協力者の基本的属性に関する情報と
健康に関する情報を収集する。双生児ペア双
方の姓名及び連絡先・生年月日・出生地・卵
性・同居年数について回答を得る。また健康
に関する情報としては、QOL、居住環境、生
活機能指標、精神的健康に関する項目、疾患
に関する項目、身体活動量に関する項目、社
会経済状況に関する項目、生活満足度、主観
的幸福感などについて調査する。 
 調査に先立ち、大阪大学倫理委員会の承認
を得ておくものとする。基本的属性に関する
情報と健康に関する情報については、縦断調
査であり、既に過去に実施した調査において
承認が得られているが、追加/変更する項目
については、事前に倫理申請書類の修正申請
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を行う。 
〔解析方法〕 
 一卵性双生児ペア内での比較や、一卵性双
生児ペアと二卵性双生児ペア間の比較を行
うことにより、遺伝的・環境的因子の影響の
程度を計量的に分析する。解析には統計解析
ソフトの Rと OpenMx を用いる。 
 
 
４．研究成果 
 本研究では成人双生児を対象として、郵送
方による調査を実施し、これらのデータを既
存のデータと合わせて解析を行った。 
 二国間比較として冠動脈疾患と身長につ
いての関連を日本のデータとフィンランド
のデータを検討し学会発表を行った。複数の
国のデータで指摘されている身長が低いと
冠動脈疾患のリスクが高くなる関連は日本
やフィンランドのデータではわずかな関連
のみが見られた。共分散構造解析を行ったと
ころ、フィンランドのデータで見られた身長
と血圧の関連は共通する遺伝要因によるも
のであることが示唆された。これらの関連は
フィンランド、日本以外のデータも踏まえて
検討していくことでより正確な知見が得ら
れる可能性が示唆された。 
 高齢者における精神症状、認知症状は本人
の健康にとっても、社会的にも大きな影響を
もつが、その遺伝要因、環境要因を踏まえた
研究は限定的である。成人双生児を対象とし
て行った本研究のデータから、うつ症状と自
己効力感において遺伝的、環境的な相関が認
められた。また、共分散構造分析により、こ
れらの表現型に共通する潜在要因の存在に
ついても示唆され、本研究で実施した調査は
今後も、これらの健康課題における遺伝と環
境の影響を解明する上で貴重なデータを提
供することになった。 
 本研究で得られたデータは研究代表者、分
担者が協力者とともに実施した国際的な比
較研究にも大きく貢献した。その一部は論文
として発表されているが、これまで検討され
たことのない、大規模なプールドデータとし
て遺伝と環境が身体発達にどのような影響
があり、年齢毎にどのような違いがあるかが
検討され、今後双生児を用いた国際研究が充
実することにより、健康と関連する遺伝要因、
環境要因に関する研究が進み、日本が世界が
健康長寿社会として発展するための知見提
供に貢献できる可能性が確認された。 
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